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伊
藤
若
冲
筆
「
六
歌
仙
図
」
愛
知
県
美
術
館
（
木
村
定
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
蔵
の
主
題
と
制
作
背
景
に
つ
い
て

由
良　
濯

　
　
　
　
は
じ
め
に

　
十
八
世
紀
半
ば
、
京
で
活
躍
し
た
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
〜
一
八
〇
〇
）
は
、「
動
植
綵
絵
」
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
に
代
表
さ
れ
る
細
密
な
濃
着
色
画
で
現
在

も
人
気
の
絵
師
で
あ
る
。
そ
の
作
品
に
見
ら
れ
る
技
術
の
高
さ
は
着
色
画
に
限
ら
ず
、
水
墨
画
に
お
い
て
も
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
検
討
す
る
「
六
歌

仙
図
」
愛
知
県
美
術
館
（
木
村
定
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
蔵
（
以
下
、
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」）（
挿
図
一
）
は
、
縦
一
三
七・八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
六
四・九

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
画
箋
紙
に
描
か
れ
た
水
墨
の
大
作
で
あ
る
。
画
面
左
方
に
記
さ
れ
た
署
名
に
は
「
米べ
い
と
お
う

斗
翁
行
年
七
十
八
歳
畫
」
と
あ
り
、「
藤
女
鈞
印
」
白
文

長
方
印
お
よ
び
「
若
冲
居
士
」
朱
文
円
印
を
捺
す
。
本
図
は
同
時
代
の
他
の
絵
師
に
よ
る
六
歌
仙
図
と
は
図
様
が
異
な
る
た
め
、
若
冲
の
個
性
が
現
れ
た
戯
画
と
し

て
注
目
さ
れ
て
き
た
。
本
稿
で
は
、
本
図
が
ど
の
よ
う
な
意
図
を
持
っ
て
制
作
さ
れ
た
の
か
、
そ
の
主
題
を
再
考
し
制
作
背
景
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
一
、
先
行
研
究
の
検
討

　
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
に
は
、
僧
正
遍
昭
、
在
原
業
平
、
文
屋
康
秀
、
喜
撰
法
師
、
小

野
小
町
、
大
伴
黒
主
の
六
人
が
豆
腐
田
楽
を
作
り
、
酒
を
飲
み
、
遊
興
す
る
姿
で
描
か
れ
る
。

画
面
下
方
か
ら
、
大
き
な
盃
に
入
っ
た
酒
を
飲
む
遍
昭
、
酒
瓶
を
抱
え
て
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
て

正
面
を
見
る
康
秀
、
背
を
向
け
て
豆
腐
に
串
を
打
つ
業
平
、
豆
腐
田
楽
を
並
べ
た
炉
を
扇
ぐ
黒

主
、提
箱
か
ら
豆
腐
を
取
り
出
す
小
町
、味
噌
を
摺
る
喜
撰
が
描
か
れ
て
い
る
。
六
歌
仙
と
は
、

『
古
今
和
歌
集
』
の
仮
名
序
お
よ
び
真
名
序
に
記
さ
れ
た
、
九
世
紀
半
ば
に
生
き
た
六
人
の
歌

人
の
こ
と
で
あ
る
。紀
貫
之
ら
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
特
に
優
れ
た
歌
人
と
さ
れ
て
い
る（
註
一
）。

図１  伊藤若冲「六歌仙
図」愛知県美術館

　　（木村定三コレクション）蔵
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愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
に
つ
い
て
、
新
江
京
子
氏
は
豆
腐
田
楽
を
作
る
歌
仙
の
姿
に
芸
能
の
田
楽
の

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
指
摘
す
る
（
註
二
）。
確
か
に
、
黒
主
の
歌
う
姿
や
、
炉
を
あ
お
ぐ
手
が
琴
を
弾

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
ほ
か
、
喜
撰
が
三
味
線
を
弾
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
、
業
平
が
撥
を

手
に
小
太
鼓
を
叩
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
な
ど
、
本
図
に
描
か
れ
た
歌
仙
た
ち
の
姿
は

楽
器
演
奏
を
連
想
さ
せ
る
。
ま
た
、
画
面
左
方
中
部
と
下
部
に
描
か
れ
た
横
線
が
、
舞
台
が
屋
外
で
あ

る
こ
と
を
示
す
下
草
を
表
し
て
い
る
こ
と
も
、
田
楽
踊
り
と
の
関
連
、
お
よ
び
屋
外
宴
会
図
、
近
世
風

俗
図
と
の
関
連
を
裏
付
け
る
。
そ
し
て
、
若
冲
が
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
に
制
作
し
た
「
三
十
六
歌

仙
図
屏
風
」
岡
田
美
術
館
蔵
（
挿
図
二
）
お
よ
び
寛
政
十
（
一
七
九
八
）
年
に
制
作
し
た
「
三
十
六
歌

仙
図
屛
風
」
デ
ン
バ
ー
美
術
館
蔵
（
挿
図
三
）
の
二
作
品
に
つ
い
て
、
押
絵
貼
屏
風
の
三
扇
分
に
豆
腐

田
楽
を
作
る
歌
仙
が
描
か
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
屏
風
作
品
二
点
は
、愛
知
県
美
本「
六

歌
仙
図
」
と
同
様
に
、
業
平
と
小
町
が
豆
腐
田
楽
を
作
る
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
加
え
て
凡お
お
し
こ
う
ち
の
み
つ
ね

河
内
躬
恒
、

中な
か
つ
か
さ
務
の
ほ
か
三
十
六
歌
仙
の
歌
仙
が
そ
こ
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
西
川
祐
信

（
一
六
七
一
〜
一
七
五
〇
）
が
制
作
し
た
版
本
か
ら
の
図
様
学
習
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
注
文
主
は
西
川
祐
信
作
品
を
知
っ
て
い
る
人
物
の
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る（
註
三
）。
馬
渕
美

帆
氏
は
、
若
冲
筆
「
三
十
六
歌
仙
図
屛
風
」
岡
田
美
術
館
蔵
お
よ
び
デ
ン
バ
ー
美
術
館
蔵
に
愛
知
県
美

本
「
六
歌
仙
図
」
を
含
め
た
三
点
の
歌
仙
図
が
、
野
々
口
立
圃
（
一
五
九
五
〜
一
六
六
九
）
な
ど
に
始

ま
る
俳
画
の
三
十
六
歌
仙
図
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る（
註
四
）。
特
に
呉
春
筆
「
三
十
六

歌
仙
偃
息
図
巻
」逸
翁
美
術
館
蔵
は
立
圃
の「
休
息
歌
仙
」の
句
が
記
さ
れ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
若
冲
の
歌
仙
図
が
こ
れ
ら
の
俳
画
を
含
む
俳
諧
文
化
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
を
述
べ
て
い

る
。
若
冲
が
立
圃
画
を
知
っ
て
い
た
可
能
性
を
示
す
補
足
史
料
と
し
て
、
岩
佐
伸
一
氏
に
よ
っ
て
紹
介

さ
れ
た
「
書
画
便
鑑
」
柿
衛
文
庫
所
蔵
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
若
冲
に
よ
る
「
三
十
六

歌
仙
偃
息
」
図
が
石
峰
寺
客
殿
襖
に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
註
五
）。
ま
た
馬
渕
氏
は
、
愛
知
県
美
本

「
六
歌
仙
図
」
や
若
冲
筆
「
三
十
六
歌
仙
図
屛
風
」
岡
田
美
術
館
蔵
お
よ
び
デ
ン
バ
ー
美
術
館
蔵
の
ジ

グ
ザ
グ
に
人
物
を
配
置
す
る
構
図
や
人
物
の
姿
が
、
尾
形
光
琳
（
一
六
五
八
〜
一
七
一
六
）
の
「
三
十
六

図２ 伊藤若冲「三十六歌仙図屛風」岡田美術館蔵

図３ 伊藤若冲「三十六歌仙図屛風」デンバー美術館蔵
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歌
仙
図
屏
風
」
メ
ナ
ー
ド
美
術
館
蔵
な
ど
の
光
琳
が
描
く
三
十
六
歌
仙
図
に
影
響
を
受
け
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
加
え
て
、
田
楽
を
作
る
歌
仙
の
姿
が
描
か
れ
た
背

景
と
し
て
、『
豆
腐
百
珍
』
天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
刊
お
よ
び
『
豆
腐
百
珍
続
編
』
天
明
三
（
一
七
八
三
）
年
刊
が
木
村
兼
葭
堂
（
一
七
三
六
〜
一
八
〇
二
）
を

含
む
大
阪
の
文
人
グ
ル
ー
プ
で
共
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、
若
冲
の
描
く
歌
仙
図
に
豆
腐
田
楽
が
描
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、『
豆
腐
百
珍
』
の
口
絵
に

描
か
れ
た
祇
園
二
軒
茶
屋
の
藤
屋
の
様
子
は
、
田
楽
の
串
を
片
手
で
持
ち
、
片
手
で
団
扇
を
扇
ぐ
姿
が
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の
黒
主
の
姿
と
類
似
す
る
（
挿

図
四
）。
加
え
て
、歌
仙
を
戯
画
化
す
る
趣
向
と
光
琳
画
の
戯
画
化
と
い
う
点
か
ら
、注
文
主
は
俳
諧
文
化
と
関
係
の
深
い
人
物
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
ま
た
、

寛
政
年
間
の
若
冲
は
大
坂
に
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
た
た
め
、
若
冲
の
歌
仙
図
の
注
文
主
は
大
阪
の
文
人
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
特
に
俳
諧
に
関
係
す
る
人
物
を
想
定

し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、
愛
知
県
美
本
、「
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
」
岡
田
美
術
館
蔵
、「
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
」
デ
ン
バ
ー
美
術
館
蔵
の
三
点
を
、
若
冲

の
歌
仙
図
と
し
て
検
討
し
て
い
る
。

　

愛
知
県
美
本
の
制
作
年
に
つ
い
て
は
、
画
面
に
記
さ
れ
た
年
齢
の
ず
れ
の
問
題
が
あ
る
。
狩
野
博
之

氏
は
、還
暦
以
降
は
改
元
毎
に
一
歳
加
算
し
て
い
る
と
提
言
し
た（
註
六
）。
し
か
し
、天
明
九
（
一
七
八
九
）

年
と
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
は
改
元
ま
で
に
ひ
と
月
内
で
あ
る
た
め
、
大
阪
の
西
福
寺
障
壁
画
「
仙

人
掌
群
鶏
図
」
と
伏
見
海
寶
寺
障
壁
画
の
「
群
鶏
図
」
京
都
国
立
博
物
館
蔵
を
同
時
に
制
作
す
る
こ
と

は
難
し
い（
註
七
）。
一
方
で
、
辻
惟
雄
氏
が
提
言
し
た
「
四
」
の
歳
を
避
け
て
一
歳
加
算
し
た
と
す
る
説
も

あ
る（
註
八
）。
本
稿
で
は
辻
氏
の
説
に
従
い
、「
七
十
八
歳
」
と
記
さ
れ
た
本
図
は
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）

年
の
制
作
と
考
え
る
。

　
　
　
　
二
、
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の
特
異
性

　
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の
検
討
に
入
る
前
に
、
ま
ず
は
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
六
歌

仙
図
に
ど
の
よ
う
な
作
例
が
あ
る
の
か
確
認
し
た
い
。
若
冲
以
前
の
六
歌
仙
図
と
し
て
は
、

十
七
世
紀
半
ば
に
活
動
し
た
土
佐
光
起
（
一
六
一
七
〜
一
六
九
一
）
に
よ
る
「
六
歌
仙
図
」
東

京
国
立
博
物
館
蔵（
挿
図
五
）が
挙
げ
ら
れ
る
。
画
面
を
上
下
に
分
け
て
下
部
に
歌
仙
を
描
き
、

上
部
に
各
々
の
歌
を
記
し
て
い
る
。
遍
昭
は
黄
色
の
襟
を
立
て
た
僧そ
う
ご
う
え
り

綱
襟
の
法
衣
に
緑
色
の
袈

裟
を
着
け
、
業
平
は
武
官
束
帯
の
姿
で
巻け
ん
え
い纓
に
緌
お
い
か
けの
つ
い
た
冠
を
被
り
、
箭や

を
背
負
い
弓
を
手

図４  『豆腐百珍』部分
国立国会図書館蔵

図５  土佐光起「六歌仙図」
東京国立博物館蔵
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に
持
っ
て
い
る
。
康
秀
は
烏
帽
子
を
被
っ
た
狩
衣
の
姿
、
小
町
は
十
二
単
を
着
て
、
喜
撰
は
黒
の
法
衣
に
袈
裟
を
着
け
、
黒
主
は
烏
帽
子
に
狩
衣
の
姿
で
描
か
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
六
歌
仙
の
姿
は
、
三
十
六
歌
仙
図
額
に
代
表
さ
れ
る
絵
の
上
部
に
歌
を
書
き
、
下
部
に
詠
み
手
を
描
く
三
十
六
歌
仙
絵
の
類
型
に
則
っ
た
も
の
で

あ
り
、
ひ
と
つ
の
規
範
と
し
て
後
世
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
元
禄
四
（
一
六
九
一
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
和
歌
集
『
鴫し
ぎ
の
は
ね
か
き

羽
掻
』
に
も
下
部
に
挿
絵
、
上
部
に
和
歌
の
形

式
で
掲
載
さ
れ
る（
註
九
）。
本
図
で
は
、
喜
撰
も
遍
昭
と
同
じ
僧
綱
襟
の
法
衣
を
身
に
着
け
、
黒
主
の
烏
帽
子
は
前
に
倒
れ
た
萎な
え
え
ぼ
し

烏
帽
子
と
思
わ
れ
、
装
束
に
少
し
の

変
化
が
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
時
代
が
下
り
、
窪
俊
満
（
一
七
五
七
〜
一
八
二
〇
）
に
よ
る
「
六
歌
仙
図
」
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵
（
挿
図
六
）
で
は
、
歌
仙
を

斜
め
に
配
置
す
る
図
様
が
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
と
同
様
の
構
図
的
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、
小
町
は
袿う
ち
ぎを
着
て
、
喜
撰
は
黒
の
法
衣
を
着
て
袈
裟
を
着

け
ず
、
黒
主
は
烏
帽
子
に
薄
い
青
色
の
狩
衣
の
姿
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
例
を
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
と
比
較
す
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
黒
主
が
烏

帽
子
に
狩
衣
の
姿
で
描
か
れ
て
お
り
、
衣
の
色
に
き
ま
り
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
一
方
、
浮
世
絵
の
作
例
で
六
歌
仙
と
い
う
主
題
で
描
か
れ
た
も
の
は
、
鈴
木
春
信
（
一
七
二
五
〜
一
七
七
〇
）
の
描
い
た
「
風
流
六
歌
仙
」
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

に
代
表
さ
れ
る
六
つ
の
何
か
を
六
歌
仙
に
見
立
て
る
と
い
う
趣
向
を
用
い
た
も
の
が
早
い
。
そ
の
よ
う
な
意
図
で
制
作
さ
れ
た
六
歌
仙
図
は「
美
人
六
歌
仙
」や「
老

人
六
歌
仙
」
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
作
ら
れ
た
。
し
か
し
、
本
来
の
意
味
で
の
六
歌
仙
自
体
を
描
い
た
も
の
は
寛
政
年
間
ま
で
下
る
。
早
い
時
期
の
六
歌
仙
の

図
様
と
し
て
は
、一
筆
斎
文
調
（
一
七
二
五
？
〜
一
七
九
四
？
）
に
よ
る
「
六
歌
仙
図
」
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
（
挿
図
七
）
が
挙
げ
ら
れ
、本
図
の
黒
主
は
黒
の
束
帯
、

遍
昭
は
僧
綱
襟
の
法
衣
に
袈
裟
を
着
け
、
康
秀
は
狩
衣
に
烏
帽
子
、
喜
撰
は
黒
の
法
衣
、
小
町
は
十
二
単
、
業
平
は
武
官
束
帯
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
姿
は

図６  窪俊満「六歌仙
図」メトロポリ
タン美術館蔵

図８  中村芳中画『光琳画譜』国文学研究資
料館蔵

図７  一筆齋文調「六歌仙図」
　　ボストン美術館蔵
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六
歌
仙
の
型
と
し
て
こ
れ
以
降
も
描
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
喜
多
川
歌
麿
（
一
七
五
三
〜
一
八
〇
六
）
に
よ

る「
五
色
染
六
歌
仙
」ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
は
五
人
の
歌
仙
が
そ
れ
ぞ
れ
小
町
と
戯
れ
る
姿
を
描
い
て
お
り
、

業
平
は
武
官
束
帯
の
姿
、
喜
撰
は
黒
の
法
衣
を
着
て
頭
に
白
い
手
ぬ
ぐ
い
を
の
せ
、
黒
主
は
黒
の
束
帯
で
描

か
れ
て
い
る
。
中
村
芳
中
（
生
年
不
明
〜
一
八
一
九
）
が
制
作
し
た
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
刊
『
光
琳
画

譜
』
に
載
る
六
歌
仙
図
（
挿
図
八
）
に
お
い
て
も
、
小
町
は
十
二
単
、
黒
主
は
黒
の
束
帯
、
喜
撰
は
黒
い
法

衣
、
業
平
は
武
官
束
帯
、
康
秀
は
狩
衣
に
烏
帽
子
、
遍
昭
は
僧
綱
襟
の
法
衣
を
着
て
い
る（
註
十
）。
こ
の
装
束

の
決
ま
り
事
は
六
歌
仙
の
定
型
と
し
て
定
着
し
た
と
み
ら
れ
、
葛
飾
北
斎
「
文
字
絵
六
歌
仙
」
ボ
ス
ト
ン
美

術
館
蔵
に
も
同
様
の
装
束
で
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
喜
多
川
歌
麿
「
見
立
六
歌
仙
」
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

（
挿
図
九
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
仙
を
同
定
す
る
特
徴
的
な
姿
を
六
人
の
美
人
が
と
っ
て
い
る
。
各
々
の
特

徴
を
左
下
か
ら
見
て
い
く
と
、
喜
撰
の
黒
い
法
衣
を
着
物
と
剃
髪
を
示
す
白
の
手
拭
い
を
頭
に
巻
き
、
次
に

康
秀
の
烏
帽
子
を
表
す
本
を
頭
に
括
り
付
け
、
遍
昭
の
袈
裟
と
僧
綱
襟
を
胸
の
前
で
結
ん
だ
着
物
と
立
て
た

襟
で
表
し
、
小
町
は
元
々
女
性
の
装
束
の
た
め
、『
古
今
和
歌
集
』
で
比
較
さ
れ
る
衣
通
姫
の
姿（
註
十
一
）、
業

平
の
緌
お
い
か
けを

表
す
櫛
を
こ
め
か
み
に
つ
け
て
、
箭
を
背
負
っ
た
姿
で
表
し
、
黒
主
は
黒
い
着
物
で
束
帯
を
、
頭

に
黒
い
手
拭
い
を
乗
せ
て

冠
を
表
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
装
束
が
六
歌
仙
を
判
断
す
る
特
徴
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
本
図
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
十
七
〜
十
九
世
紀
前
半
に
六
歌
仙
が
絵
画

化
さ
れ
た
場
合
の
図
様
は
、
黒
主
の
姿
を
烏
帽
子
に
狩
衣
で
描
く
か
、
黒
の
束
帯

で
描
く
か
の
二
種
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
黒
の
束
帯
で
描
か
れ
る
作
例
は
浮

世
絵
に
多
く
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。

　
で
は
、
愛
知
県
美
本
に
描
か
れ
た
六
歌
仙
は
ど
の
よ
う
な
姿
を
し
て
い
る
か
検

討
す
る
。
黒
主
は
黒
の
束
帯
に
冠
、
小
町
は
十
二
単
、
業
平
は
武
官
束
帯
、
康
秀

は
烏
帽
子
、遍
昭
は
襟
の
立
っ
た
僧
綱
襟
、そ
し
て
喜
撰
は
も
ろ
肌
脱
ぎ
で
あ
る
。

黒
主
が
黒
の
束
帯
で
あ
る
こ
と
は
浮
世
絵
の
作
例
と
一
致
す
る
が
、
制
作
年
の
前

後
を
考
え
る
と
若
冲
が
浮
世
絵
の
六
歌
仙
図
か
ら
影
響
を
受
け
た
と
は
考
え
に
く

図９  喜多川歌麿「見立美人六歌仙図」ボストン美術館
蔵

図10  八文舎自笑『役者紋選』東京芸術大学
附属図書館蔵

図11   「寛政元年番付　けいせい稚児渕／化粧
六歌仙」部分 早稲田大学演劇博物館蔵
（E12-06288-0013_037)
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い
。
若
冲
と
同
時
期
で
は
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
刊
の
歌
舞
伎
役
者
評
判
記
で
あ
る
八
文
舎
自
笑
著
『
役
者
紋
選
』
に
描
か
れ
た
演
目
「
化よ
そ
お
い
ろ
っ
か
せ
ん

粧
六
歌
仙
」
の
挿

絵
（
挿
図
十
）
に
、
六
歌
仙
図
が
描
か
れ
て
い
る（
註
十
二
）。
光
起
筆
「
六
歌
仙
図
」（
挿
図
五
）
と
の
共
通
点
は
、
小
町
は
十
二
単
、
業
平
は
武
官
束
帯
、
康
秀
は
狩

衣
に
烏
帽
子
、遍
昭
は
僧
綱
襟
の
法
衣
に
袈
裟
、喜
撰
は
黒
い
法
衣
を
着
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、黒
主
は
黒
の
束
帯
で
あ
る
点
が
、光
起
筆
「
六
歌
仙
図
」

と
の
違
い
で
あ
る
。
こ
の
図
様
の
元
絵
と
な
っ
た
の
が
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
歌
舞
伎
演
目
「
化
粧
六
歌
仙
」
の
番
付
（
挿
図
十
一
）
と
思
わ
れ
る（
註
十
三
）。

小
町
の
髪
飾
り
や
黒
主
の
衣
の
文
様
が
省
略
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
違
い
は
あ
る
が
、
人
物
の
配
置
や
ポ
ー
ズ
が
一
致
し
て
い
る
。
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の

う
ち
、
黒
主
が
黒
の
束
帯
姿
で
描
か
れ
、
喜
撰
だ
け
が
定
型
と
異
な
り
、
も
ろ
肌
脱
ぎ
の
姿
を
し
て
い
る
こ
と
に
は
特
別
な
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

本
図
が
豆
腐
田
楽
を
作
り
、泥
酔
す
る
歌
仙
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
、他
の
作
者
が
描
い
た
歌
仙
図
と
異
な
る
、若
冲
に
特
徴
的
な
創
意
と
し
て
解
釈
さ
れ
て
き
た（
註

十
四
）。
し
か
し
、
黒
主
の
姿
、
喜
撰
の
も
ろ
肌
脱
ぎ
、
泥
酔
す
る
康
秀
、
茶
屋
と
い
う
設
定
に
つ
い
て
は
、
別
の
文
脈
か
ら
の
解
釈
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
前
述

し
た
歌
舞
伎
の
演
目
「
化
粧
六
歌
仙
」
に
手
が
か
り
が
あ
る
。

　
　
　
　
三
、
歌
舞
伎
演
目
「
化
粧
六
歌
仙
」
と
の
関
係

　
歌
舞
伎
演
目
「
化
粧
六
歌
仙
」
は
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
大
坂
中
の
座
で
初
演
さ
れ
た（
註
十
五
）。
昼
狂
言
に
「
傾け
い
せ
い
ち
ご
が
ふ
ち

城
稚
児
淵
」
が
演
じ
ら
れ
、
夜
狂
言
に

最
後
の
演
目
、大お
お
ぎ
り切

と
し
て
歌
や
踊
り
を
主
と
す
る
所し
ょ
さ
ご
と

作
事
で
演
じ
ら
れ
て
大
変
評
判
と
な
っ
た（
註
十
六
）。
小
町
役
に
京
か
ら
初
代
沢
村
国
太
郎
（
其
答
）（
一
七
三
九

〜
一
八
一
八
）
を
呼
び
、
主
演
の
叶
（
嵐
）
雛
助
（
一
七
四
一
〜
一
七
九
六
）
が
残
り
五
人
の
歌
仙
に
早
替
で
扮
し
、
登
場
人
物
の
時
代
に
舞
台
を
合
わ
せ
た
時
代

物
と
、
江
戸
時
代
中
期
の
風
俗
に
舞
台
を
合
わ
せ
た
世
話
物
の
二
種
を
交
互
に
演
じ
た
。
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
刊
の
『
役や
く
し
ゃ者
紋も
ん
ぜ
ん選
』
に
記
さ
れ
た
あ
ら
す
じ
は

次
の
通
り
。

　
左
近
國
常
に
呼
び
出
さ
れ
た
仕
丁
た
ち
は
、
小
野
小
町
を
口
説
き
落
と
せ
と
頼
ま
れ
る
。
気
の
毒
に
思
っ
た
深
草
少
将
が
姿
を
替
え
て
口
説
こ
う
と
請
け
負
う
。

仕
丁
は
初
め
に
僧
正
遍
昭
と
し
て
、
緋あ
け

の
縮
緬
に
首
立
衣
の
姿
で
現
れ
、
歌
の
せ
り
ふ
を
一
調
子
下
げ
た
時
代
事
を
演
じ
る
。
次
に
文
屋
康
秀
と
し
て
烏
帽
子
姿
の

年
を
と
っ
た
姿
で
現
れ
る
。
恋
尽
く
し
の
掛
け
合
い
を
行
う
世
話
事
を
演
じ
る
。
次
に
、
在
原
業
平
の
姿
で
三
弦
と
と
も
に
時
代
事
を
演
じ
る
。
次
に
喜
撰
法
師
と

し
て
白
無
垢
の
姿
で
現
れ
、
ち
ょ
ん
が
れ
と
呼
ば
れ
る
踊
り
を
披
露
す
る
世
話
事
を
演
じ
る
。
最
後
に
、
大
伴
黒
主
の
姿
で
実
悪
と
し
て
現
れ
、
無
理
や
り
小
町
を

手
に
入
れ
る
。
そ
し
て
仕
丁
が
黒
主
の
悪
事
を
暴
き
、
宝
を
取
り
戻
し
て
幕
と
な
る
。（註
十
七
）

　
こ
こ
に
記
さ
れ
た
遍
昭
が
緋
色
の
僧
綱
襟
の
法
衣
を
着
て
い
る
こ
と
は
、
前
章
で
挙
げ
た
「
五
色
染
六
歌
仙
」「
見
立
六
歌
仙
」
や
中
村
芳
中
著
『
光
琳
画
譜
』

中
に
描
か
れ
た
六
歌
仙
図
と
共
通
し
て
い
る
。
制
作
年
が
不
明
の
一
筆
齋
文
調
「
六
歌
仙
図
」
を
除
い
て
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
公
演
以
降
に
制
作
さ
れ
た
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六
歌
仙
図
は
、歌
舞
伎
演
目
「
化
粧
六
歌
仙
」
の
衣
裳
の
イ
メ
ー
ジ
が
共
有
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
い
。
つ
ま
り
、

寛
政
年
間
以
降
に
制
作
さ
れ
た
六
歌
仙
図
の
装
束
と
し
て
、
黒
主
は
黒
の
束
帯
、
遍
昭
は
緋
色
の
僧
綱
襟
、
業
平
は
武
官
束

帯
、
小
町
は
十
二
単
、
喜
撰
は
黒
の
法
衣
と
い
う
決
ま
り
が
市
井
に
定
着
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
も
、「
化
粧
六
歌
仙
」

の
公
演
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
演
じ
ら
れ
た
「
化
粧
六
歌
仙
」
を
描
い
た
役
者
絵
は
い
ま
だ
見

つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、「
化
粧
六
歌
仙
」
を
も
と
に
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
に
江
戸
で
初
演
さ
れ
た
「
六ろ
っ
か
せ
ん
す
が
た
の
い
ろ
ど
り

歌
仙
容
彩
」

を
描
い
た
役
者
絵
で
は
、
遍
昭
は
緋
色
の
僧
綱
襟
の
法
衣
に
袈
裟
を
着
け
、
喜
撰
は
黒
の
法
衣
を
着
て
、
黒
主
は
黒
の
束
帯

の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
（
挿
図
十
二
）。「
六
歌
仙
容
彩
」
は
現
在
ま
で
演
じ
続
け
ら
れ
て
お
り
、
史
料
も
豊
富
に
残
さ
れ
て

い
て
詳
細
の
検
討
が
可
能
で
あ
る
。
以
下
、「
化
粧
六
歌
仙
」
に
つ
い
て
不
明
な
部
分
は
「
六
歌
仙
容
彩
」
か
ら
補
い
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
歌
仙
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
ま
ず
は
康
秀
の
場
面
で
あ
る
。『
役
者
紋
選
』
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
刊
に
は
「
文
弥
康
秀
の
ゑ
ぼ
し
姿
に
年
を
よ
せ

し
風
情
恋
づ
く
し
の
か
け
合
い
の
世
話
事
の
や
は
ら
か
み
」（註
十
八
）
と
記
さ
れ
る
。
康
秀
の
「
恋
づ
く
し
」
の
掛
け
合
い
は
、

官
女
か
ら
の
問
い
か
け
に
「
こ
い
」
が
つ
く
言
葉
で
康
秀
が
返
答
し
て
い
く
。「
化
粧
六
歌
仙
」
の
あ
ら
す
じ
に
官
女
は
記

さ
れ
な
い
が
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
番
付
に
官
女
の
役
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め（
註
十
九
）、「
化
粧
六
歌
仙
」
で
も
「
六

歌
仙
容
彩
」
と
同
じ
よ
う
に
官
女
と
康
秀
の
掛
け
合
い
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
化
粧
六
歌
仙
」
に
お
け
る
こ
の
場
面
で
の

せ
り
ふ
を
次
に
記
す
。

恋
に
様
々
有
明
の　
月
に
な
ん
ど
の
あ
ふ
せ
こ
そ　
／　
ソ
リ
ヤ
し
れ
た
こ
と
月
が
こ
い

は
づ
か
し
い
や
ら　
こ
は
い
や
ら　
う
れ
し
い
や
ら
の
に
ゐ
枕　
／　
其
お
ぼ
こ
い
も
又
命

誰
か
れ
な
し
の
情
け
し
り　
／　
や
は
ら
こ
い
ぞ
と
浮
名
立

　
　
　
（
中
略
）

雪
は
白
ふ
て
お
月
様
は
い
つ
で
も　
／　
い
つ
で
も
〳
〵
ま
ん
丸
こ
い
じ
や
な
い
か
い
ナ

コ
リ
ヤ
又
ゑ
ら
い　
／　
ゑ
ら
し
こ
い

ち
よ
つ
と
盃
い
た
し
ま
し
よ　
／　
て
う
し
も
て
こ
い
で
有
ふ
が
や

　
（
後
略
）（註
二
十
）

図12  五渡亭国貞「化粧六歌仙」早稲田大学演劇博物館蔵
（101-6131～6133）
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「
化
粧
六
歌
仙
」
で
の
こ
れ
ら
の
台
詞
は
、「
ち
ょ
っ
と
盃
い
た
し
ま
し
ょ
／
銚
子
も
っ
て
こ
い
で
有
う
が
や
」
の
台
詞
が
酒
を
連
想
さ
せ
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。

や
が
て
官
女
と
の
「
こ
い
」
の
掛
け
合
い
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
康
秀
は
逃
げ
出
し
て
し
ま
う
。「
六
歌
仙
容
彩
」
で
は
、
逃
げ
出
す
康
秀
に
対
し
て

官
女
が
「
玉
の
盃
底
な
し
男
」
と
揶
揄
す
る（
註
二
十
一
）。
こ
れ
は
見
た
目
が
き
れ
い
な
玉
の
盃
で
も
、
そ
こ
が
抜
け
て
い
れ
ば
意
味
が
な
い
こ
と
を
指
し
て
、
見
た
目

が
良
く
て
も
実
が
な
い
康
秀
を
責
め
て
い
る
。
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
に
描
か
れ
た
康
秀
の
姿
（
挿
図
十
三
）
は
、「
化
粧
六
歌
仙
」
に
お
け
る
康
秀
の
姿
を

示
す
よ
う
に
、
烏
帽
子
に
ひ
げ
を
生
や
し
た
姿
で
あ
り
、
酒
瓶
を
抱
い
て
う
つ
伏
せ
に
な
る
姿
は
官
女
の
追
求
か
ら
逃
げ
出
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

　
喜
撰
の
姿
は
『
役
者
紋
選
』
に
「
喜
撰
法
師
の
姿
に
て
墨
衣
を
と
り
て
白
む
く
に
て
ち
よ
ん
か
れ
も
扇
錫
を
と
ら
ず
甚
雲
上
の
世
話
仕
立
」（註
二
十
二
）
と
記
さ
れ
て

い
る
。「
ち
ょ
ん
が
れ
」と
は
、扇
や
錫
杖
、鈴
な
ど
を
鳴
ら
し
な
が
ら
早
口
で
歌
う
舞
踊
の
一
種
で
、古
事
記
坊
主
が
門
前
で
行
っ
て
い
た
も
の
で
あ
る（
註
二
十
三
）。「
六

歌
仙
容
彩
」
で
は
錫
杖
の
代
わ
り
に
木
の
枝
と
鈴
や
瓢
箪
を
持
つ
が
、「
化
粧
六
歌
仙
」
で
は
扇
や
錫
杖
を
持
た
な
か
っ
た
と
記
さ
れ
る
。「
六
歌
仙
容
彩
」
に
お
け

る
喜
撰
が
ち
ょ
ん
が
れ
を
踊
る
舞
台
は
茶
屋
で
あ
り
、
相
手
も
茶
屋
の
娘
の
設
定
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
設
定
は
「
化
粧
六
歌
仙
」
で
は
「
世
話
仕
立
」
と
記
さ
れ

る
だ
け
だ
が
、
こ
こ
で
歌
わ
れ
る
歌
が
次
の
通
り
で
あ
る
。

ぐ
僧
が
住
か
は
京
の
辰
巳
で　

よ
を
う
ぢ
山
と
ナ　

人
は
云
也　

ち
や
〳
〵
ち
や
ち
や
ゑ
ん
で　

咄
こ
い
ち
や
が
ゑ
ん
の
橋
姫　

夕
部
の
く
ぜ
つ
の
袖
移
香　

花
立
花
の
ナ　
こ
じ
ま
が
さ
き
か
ら　
一
さ
ん
走
に
戻
て
み
た
れ
ば　
内
の
内
儀
が　
り
ん
き
の
角
も
じ　
（
以
下
略
）（註
二
十
四
）

　
こ
の
歌
は
「
六
歌
仙
容
彩
」
で
も
ほ
と
ん
ど
変
更
が
な
く

歌
わ
れ
て
お
り（
註
二
十
五
）、
特
に
「
ち
ゃ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
茶
園
で

話
す
濃
茶
が
縁
の
橋
姫
」
の
部
分
に
も
変
化
が
な
い
た
め
、

「
化
粧
六
歌
仙
」
の
世
話
事
と
し
て
演
じ
る
舞
台
が
茶
屋
で

あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
の
小
町
は
茶
屋

の
娘
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
愛
知
県
美
本

「
六
歌
仙
図
」
に
描
か
れ
た
喜
撰
が
も
ろ
肌
脱
ぎ
で
あ
る
こ

と
に
つ
い
て
、「
化
粧
六
歌
仙
」
に
お
い
て
は
、
白
無
垢
と

書
か
れ
て
い
る
の
で
も
ろ
肌
脱
ぎ
で
は
な
い
が
、
黒
の
法
衣

図14  伊藤若冲「六歌仙図」部
分（喜撰）、愛知県美術
館（木村定三コレクショ
ン）蔵

図13  伊藤若冲「六歌仙図」部分（康
秀）、愛知県美術館（木村定
三コレクション）蔵
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を
脱
い
で
い
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
挿
図
十
四
）。
白
無
垢
の
坊
主
と
い
う
姿

が
「
味
噌
摺
坊
主
」
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
は
「
六
歌
仙
容
彩
」
の
台
詞
に
も
出
て
く
る
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ
る
。「
味
噌
摺
坊
主
」
と
は
炊
事
や
雑
務
を
行
う
僧
の
こ
と
で
、
転
じ
て
僧
を
揶
揄
す
る

意
味
を
持
つ（
註
二
十
六
）。「
六
歌
仙
容
彩
」
で
は
、
喜
撰
を
た
し
な
め
る
所
化
た
ち
が
出
て
き
て
、「
そ

れ
擂
鉢
お
こ
さ
ん
か
い
や
い
、
味
噌
摺
坊
主
の
ど
う
ろ
く
坊
主
、
そ
さ
ま
に
よ
う
似
た
子
を
産
ん

で
、
こ
れ
も
仏
の
お
当
て
が
い
」
と
い
う
台
詞
も
あ
る
（
註
二
十
七
）。
ま
た
、
役
者
絵
に
も
白
無
垢
の

姿
で
描
か
れ
た
（
挿
図
十
五
）。
本
図
の
田
楽
味
噌
を
摺
る
坊
主
の
姿
は
、
茶
屋
の
娘
に
色
目
を
使

う
喜
撰
を
揶
揄
す
る
「
六
歌
仙
容
彩
」
お
よ
び
「
化
粧
六
歌
仙
」
と
同
じ
や
つ
し
の
趣
向
が
認
め
ら

れ
る
。

　
黒
主
の
段
は
、『
役
者
紋
選
』
に
「
黒
主
の
役
に
て
の
実
悪
こ
し
も
と
両
人
を
〆
こ
ろ
し
小
町

少
将
を
打
の
め
し
小
町
手
ニ
入
」
れ
る
と
あ
る（
註
二
十
八
）。
最
後
に
扮
し
た
黒
主
は
本
来
の
悪
素
性

を
明
ら
か
に
し
て
、
腰
元
を
殺
し
て
無
理
や
り
に
小
町
を
手
に
入
れ
る
。「
六
歌
仙
容
彩
」
に
お
い

て
は
、
こ
こ
で
草
子
洗
小
町
の
話
が
盛
り
込
ま
れ
、
幕
と
な
る（
註
二
十
九
）。
草
紙
洗
小
町
と
は
、
能
の

演
目
の
ひ
と
つ
で
、
帝
の
立
ち
会
う
歌
合
で
小
町
の
相
手
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
黒
主
が
、
前
日
に

小
町
が
用
意
し
た
歌
を
万
葉
集
に
書
き
込
み
、歌
合
当
日
に
古
歌
を
引
き
写
し
た
と
小
町
を
断
じ
る
。

こ
れ
に
反
論
す
る
小
町
が
黒
主
の
持
つ
万
葉
集
を
洗
う
と
、
書
き
足
し
た
と
こ
ろ
が
流
れ
て
、
黒
主

の
悪
事
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
話
で
あ
る（
註
三
十
）。「
化
粧
六
歌
仙
」
に
お
い
て
も
、
そ
の
趣
向
が
あ
っ
た
の
か
不
明
だ
が
、
番
付
の
挿
絵
に
見
ら
れ
る
黒
主
が
本

を
手
に
持
っ
て
い
る
こ
と
は
そ
の
よ
う
な
趣
向
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
小
町
が
提
箱
か
ら
豆
腐
を
取
り
出
す
仕
草
は
、
角
盥
で
草
紙
を
洗
お
う
と
す
る
小
町
の

見
立
て
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
「
化
粧
六
歌
仙
」
の
あ
ら
す
じ
に
従
い
、愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
を
再
度
読
み
解
い
て
い
く
と
、小
町
に
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
遍
昭
と
康
秀
は
酒
を
あ
お
り
、

小
町
の
前
で
歌
う
も
振
り
向
い
て
も
ら
え
な
い
業
平
は
俯
い
て
黙
々
と
豆
腐
に
串
を
打
ち
、
喜
撰
は
法
衣
を
脱
い
で
味
噌
を
摺
り
、
黒
主
は
無
理
や
り
に
小
町
を
手

に
入
れ
て
機
嫌
良
く
歌
っ
て
い
る
。
悲
し
む
小
町
は
背
を
向
け
て
黒
主
の
傍
に
は
べ
っ
て
い
る
（
挿
図
十
六
）。
上
記
の
よ
う
な
解
釈
が
「
化
粧
六
歌
仙
」
と
の
関

連
に
基
づ
い
て
可
能
で
あ
り
、若
冲
の
趣
向
と
し
て
は
茶
屋
と
い
う
設
定
に
田
楽
茶
屋
を
重
ね
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
田
楽
茶
屋
に
つ
い
て
は
、味
噌
摺
坊
主
の
イ
メ
ー

ジ
と
祇
園
の
茶
屋
と
い
う
設
定
も
あ
る
が
、
馬
渕
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
『
豆
腐
百
珍
』
の
刊
行
お
よ
び
木
村
兼
葭
堂
を
含
む
大
坂
の
文
人
サ
ー
ク

図15   香蝶楼国貞「六ヶ撰ノ内」
早稲田大学演劇博物館蔵
（101-6139）

図16   伊藤若冲「六歌仙図」部
分（黒主）、愛知県美術
館（木村定三コレクショ
ン）蔵
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ル
の
影
響
が
推
測
さ
れ
る（
註
三
十
一
）。

四
、
制
作
背
景
の
推
測

　
以
上
、
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
が
歌
舞
伎
「
化
粧
六
歌
仙
」
を
モ
チ
ー
フ
に
描
か
れ
た
可
能
性
を
検
討
し
て
き
た
。
で
は
、
そ
の
よ
う
な
作
品
を
制
作
す
る

背
景
に
ど
の
よ
う
な
注
文
主
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
の
京
都
大
火
で
家
財
を
失
っ
た
若
冲
は
、
同
年
十
月
ご
ろ
か
ら
一
時
期
大
阪
に

滞
在
し
て
い
た（
註
三
十
二
）。
こ
の
年
に
西
福
寺
の
「
仙
人
掌
群
鶏
図
」「
蓮
図
」
襖
を
制
作
し
て
い
る
。
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
は
京
へ
戻
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、

依
然
と
し
て
大
坂
か
ら
の
依
頼
は
受
け
て
い
た
こ
と
が
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
三
十
三
）。
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
に
は
病
に
伏
し
て
お
り（
註
三
十
四
）、
や

が
て
回
復
し
た
若
冲
は
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
を
制
作
し
た
。「
化
粧
六
歌
仙
」
の
展
開
と
し
て
は
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年

十
一
月
十
二
日
に
大
坂
中
の
芝
居
浅
尾
弥
太
郎
座
で
初
演
を
迎
え
て
大
変
な
評
判
と
な
り
、
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
年
二
月
に
京
四
条
南
側
で
再
び
演
じ
、「
京
中

一
統
に
お
も
し
ろ
が
ら
せ
」
た
と
い
う（
註
三
十
五
）。
ま
た
、
同
年
三
月
十
四
日
に
四
条
北
側
に
て
演
じ
た
。
そ
の
後
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
九
月
十
五
日
に
は
大

坂
北
の
新
地
に
て
演
じ
、
同
年
九
月
二
十
三
日
に
も
演
じ
て
い
る（
註
三
十
六
）。
歌
舞
伎
と
の
関
係
に
お
い
て
、
こ
の
頃
若
冲
と
親
交
の
あ
っ
た
重
要
な
人
物
が
吉
野
五

運
で
あ
る
。
吉
野
は
天
明
八
（
一
七
八
八
）
年
に
西
福
寺
の
障
壁
画
制
作
を
若
冲
に
依
頼
し
て
お
り
、
金
碧
の
「
仙
人
掌
群
鶏
図
」
は
若
冲
の
著
色
障
壁
画
の
代
表

作
で
あ
り
、
吉
野
自
身
が
歌
舞
伎
好
き
で
あ
っ
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る（
註
三
十
七
）。
吉
野
五
運
と
四
代
目
が
収
集
し
た
歌
舞
伎
史
料
『
許あ
ま
た
し
ぐ
み
ち
ょ
う

多
脚
色
帖
』
早
稲
田
大
学

演
劇
博
物
館
蔵
に
は
叶
雛
助
関
連
史
料
で
あ
る
『
眠
獅
選
』
や
「
化
粧
六
歌
仙
」
が
記
さ
れ
た
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
の
番
付
も
含
ま
れ
る（
註
三
十
八
）。
ま
た
、
寛

政
元
（
一
七
八
九
）
年
当
時
、
叶
雛
助
の
一
世
一
代
、
役
者
の
最
後
の
舞
台
と
し
て
、
ま
た
そ
の
年
の
役
者
の
顔
ぶ
れ
を
紹
介
す
る
顔
見
世
狂
言
も
兼
ね
て
行
わ
れ

た
「
化
粧
六
歌
仙
」（註
三
十
九
）
を
吉
野
五
運
が
見
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
画
箋
紙
に
特
注
で
作
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
本
図
の
依

頼
主
と
し
て
吉
野
五
運
を
想
定
す
る
こ
と
は
妥
当
だ
ろ
う
。
ま
た
、
若
冲
の
作
例
で
歌
舞
伎
と
の
関
連
が
直
接
的
に
見
出
せ
る
も
の
は
他
に
な
い
こ
と
や
、
上
方
浮

世
絵
に
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
以
前
の
「
化
粧
六
歌
仙
」
の
役
者
絵
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の
制
作
は
吉
野
五
運
に
よ
る

特
別
な
依
頼
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
伊
藤
若
冲
筆
「
六
歌
仙
図
」
愛
知
県
美
術
館
（
木
村
定
三
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
蔵
が
歌
舞
伎
「
化
粧
六
歌
仙
」
を
題
材
に
し
て
描
か
れ
て
い
る
可
能
性
に
つ
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い
て
検
討
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
歌
舞
伎
の
演
目
を
作
品
に
投
影
さ
せ
る
趣
向
は
、
依
頼
主
の
要
望
で
あ
っ
た

可
能
性
も
指
摘
し
た（
註
四
十
）。
先
行
研
究
で
、愛
知
県
美
本「
六
歌
仙
図
」は
他
の
若
冲
筆「
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
」

と
共
に
歌
仙
図
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
図
の
画
面
内
の
完
成
度
と
完
結
し
た
構
成
を
考
え
る
と
、

本
図
以
外
の
三
十
六
歌
仙
図
は
別
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
冲
の
弟
で
あ
る
伊
藤

白
歳
に
よ
っ
て
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
に
描
か
れ
た
「
歌
仙
豆
腐
図
」
東
京
国
立
博
物
館
蔵
（
挿
図
十
七
）
は
、

黒
主
が
ま
な
板
の
上
で
豆
腐
を
切
り
、
小
町
が
豆
腐
に
串
を
打
つ
姿
を
描
い
て
お
り
、
歌
舞
伎
「
化
粧
六
歌
仙
」

と
の
関
係
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の
作
品
は
、
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の
図
様
の
面
白
さ
に
の
み
注
目

し
た
模
倣
作
品
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
石
峰
寺
客
殿
襖
に
描
か
れ
て
い
た
と
い
う
「
三
十
六
歌
仙
偃

息
図
」
は
、
若
冲
が
天
明
の
大
火
後
に
石
峰
寺
に
滞
在
し
た
際
に
描
い
た
と
仮
定
す
る
と
、
若
冲
が
描
い
た
歌

仙
絵
の
中
で
最
も
古
い
作
例
と
な
る
。
そ
こ
に
描
か
れ
た
歌
仙
に
豆
腐
田
楽
を
作
る
歌
仙
が
い
た
か
ど
う
か
は

不
明
だ
が
、
馬
渕
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
野
々
口
立
圃
に
よ
る
歌
仙
休
息
図
に
類
す
る
も
の
を
若
冲
が
知
っ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
で
、
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
を
制
作
す
る
に
あ
た
り
、
三
十
六
歌
仙
に
含
ま

れ
な
い
康
秀
、
喜
撰
、
黒
主
の
三
人
の
姿
を
歌
舞
伎
演
目
「
化
粧
六
歌
仙
」
に
取
材
し
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
頃

に
「
三
十
六
歌
仙
偃
息
図
」
と
い
う
歌
仙
が
遊
興
す
る
姿
を
描
い
て
い
た
若
冲
は
、
歌
舞
伎
「
化
粧
六
歌
仙
」
を
題
材
に
六
歌
仙
図
の
制
作
を
依
頼
さ
れ
た
た
め
、

そ
れ
を
想
起
さ
せ
る
姿
で
康
秀
、
喜
撰
、
黒
主
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
豆
腐
田
楽
を
作
る
姿
で
描
か
れ
た
理
由
は
、『
豆
腐
百
珍
』
の
流
行
と
そ
の
影
響
に
加

え
て
、「
化
粧
六
歌
仙
」
の
世
話
物
が
祇
園
の
茶
屋
を
舞
台
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
関
連
付
け
は
容
易
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
本
図
に
後
続

し
て
作
ら
れ
た
「
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
」
岡
田
美
術
館
蔵
お
よ
び
「
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
」
デ
ン
バ
ー
美
術
館
蔵
に
描
か
れ
た
歌
仙
の
姿
は
、
石
峰
寺
客
殿
襖
に
類

似
し
た
図
様
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
画
題
が
「
三
十
六
歌
仙
偃
息
図
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
料
理
を
す
る
歌
仙
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
の
か
疑

問
で
あ
る
。「
三
十
六
歌
仙
図
屏
風
」
二
点
が
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
と
十
（
一
七
九
八
）
年
の
制
作
で
あ
る
こ
と
も
踏
ま
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
屏
風
作
品
は
石

峰
寺
襖
を
元
に
、
愛
知
県
美
本
「
六
歌
仙
図
」
の
豆
腐
田
楽
を
作
る
歌
仙
と
い
う
図
様
の
面
白
さ
を
加
え
て
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
石
峰
寺
客
殿
の
襖
に
描
か
れ
た
「
三
十
六
歌
仙
偃
息
図
」
と
本
図
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
本
稿
を
終
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
註
一
）『
古
今
和
歌
集
』
仮
名
序
小
島
憲
之
・
新
井
栄
蔵
校
注
（『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』
五
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
九
年
、
一
三
〜
一
五
頁
）

図17  伊藤白歳「歌仙豆腐図」
東京国立博物館蔵
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（
註
二
）
新
江
京
子
「
伊
藤
若
冲
の
歌
仙
絵
を
読
み
解
く
」（『
美
術
史
研
究
』
第
五
〇
冊
、
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
、
二
〇
一
二
年
、
一
〜
二
十
一
頁
）

（
註
三
） 

大
典
が
江
戸
に
赴
い
た
際
に
浮
世
絵
（
錦
絵
）
を
見
た
と
い
う
記
述
と
、
西
川
祐
信
作
品
も
知
っ
て
い
る
こ
と
が
以
下
に
記
さ
れ
て
い
る
。「
江
戸
絵
看　

戯
ニ
咏
ス　
絵
江
戸
ニ
出
テ
多
ク
美
人
倡
優
ノ
類
ヲ
図　
印
出
シ
テ
彩
ヲ
加　
児
女
ノ
目
ヲ
悦　
其
ユ
ナ
ル
者
ヲ
西
川
氏
ト
為　
近
ロ
更
ニ
一
種
ノ
精
巧

ナ
ル
有
備
ニ
艶
麗
ヲ
極
」
大
典
顕
常
『
小
雲
棲
稿
』
巻
三
、一
七
九
六
年
（
国
文
学
研
究
資
料
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

（
註
四
） 
馬
渕
美
帆
「
伊
藤
若
冲
筆　
六
歌
仙
図
」（『
國
華
』
第
一
四
〇
二
號
、
國
華
社
、
二
〇
一
二
年
、
三
十
一
〜
三
十
三
頁
）、
馬
渕
美
帆
「
伊
藤
若
冲
の
歌

仙
図
研
究
―
寛
政
期
の
画
業
と
俳
諧
文
化
―
」（『
國
華
』
第
一
四
五
〇
號
、
國
華
社
、
二
〇
一
六
年
、
五
〜
十
九
頁
）

（
註
五
）「
艸
山
石
峰
寺
蔵

　
　
　
　
ア
ン
ヘ
ラ
織　
十
六
羅
漢　
天
竺
彩
色　
模
写　
六
枚　
屏
風
片
□

　
　
　
　
若
仲
画

　
　
　
　
縁
銀
押
絵
鶏
十
二
枚
屏
風
一
双　
墨
画
百
物
語
図
六
枚
折
片　
見
事

　
　
　
　
怪
妖
画
也

　
　
　
　
青
物
尽
涅
槃
図　
釈
迦
仏
処
大
根
画
也　
以
下
羅
漢
ハ
準
之

　
　
　
　
客
殿
襖　
三
十
六
歌
仙
偃
息　
玄
関　
象
ト
鯨　
目
ノ
処
引
手
金
物

　
　
　
　
い
づ
れ
も
若
冲
筆
」

　
　
　
　

 

岩
佐
伸
一
「「
人
、東
暉
和
尚
と
称
す
」
―
紀
広
成
に
関
す
る
資
料
か
ら
」（『
画
人
た
ち
の
仏
教
絵
画
―
如
春
斎
再
び
！
―
』
西
宮
市
大
谷
記
念
美
術
館
、

二
〇
二
三
年
、
一
二
六
頁
）

（
註
六
）
狩
野
博
幸
『
若
冲
』
紫
紅
社
、
一
九
九
三
年
、
二
八
五
〜
二
八
七
頁
。

（
註
七
）
佐
藤
康
宏
『
若
冲
伝
』
河
出
書
房
新
社
、
二
〇
一
九
年
、
二
一
二
頁
。

（
註
八
）
辻
惟
雄
「
伊
藤
若
冲
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」（『
伊
藤
若
冲
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
、
二
〇
〇
九
年
、
十
六
〜
十
七
頁
）

（
註
九
）
伊
藤
平
八
『
鴫
羽
掻
』
一
六
九
一
年
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
）

（
註
十
）
中
村
芳
中
画
『
光
琳
画
譜
』
一
八
〇
二
年
、
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
）

（
註
十
一
）
註
一
前
掲
。

（
註
十
二
）
八
文
舎
自
笑
『
役
者
紋
選
』
一
七
九
〇
年
（
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
図
書
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
）

（
註
十
三
）「
寛
政
元
年
番
付　
け
い
せ
い
稚
児
渕
／
化
粧
六
歌
仙
」（
早
稲
田
大
学
坪
内
逍
遥
記
念
演
劇
博
物
館
『
許
多
脚
色
帖
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
）
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（
註
十
四
）
註
二
、四
前
掲
。

（
註
十
五
）
註
十
三
前
掲
。

（
註
十
六
）
八
文
字
屋
自
笑
『
眠
獅
選
』
一
七
九
〇
年
（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
）

（
註
十
七
） 
註
十
二
、十
六
、
鴻
粋
喰
躬
先
生
『
粋
辨
当
三
編
』
一
七
九
四
年
（
大
阪
大
学
附
属
図
書
館
忍
頂
寺
文
庫
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
）、『
上
方
藝

文
叢
刊
４　
上
方
役
者
一
代
記
集
』
上
方
藝
文
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、
役
者
評
判
記
刊
行
会
編
『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
第
三
期
第
六
巻
』
和
泉

書
院
、二
〇
二
三
年
を
参
照
。
註
十
二
に
記
さ
れ
た
あ
ら
す
じ
は
次
の
通
り（『
歌
舞
伎
評
判
記
集
成
第
三
期
第
六
巻
』を
参
考
に
執
筆
者
に
よ
る
翻
刻
、

一
部
上
記
掲
載
本
と
異
な
る
た
め
こ
こ
に
記
し
た
。（
五
行
目
・
点
を
記
し
た
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　
切
は
顔
見
世
狂
言

　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
化
粧
六
歌
仙

と
し
て
其
答
丈
小
の
ゝ
小
町
の
役
に
て
眠
獅
丈
始
五
登
一
光
一
口
中
車
小
太
七
人
共
左
近
国
常
山
村
／
友
右
衛
門
に
付
そ
ひ
出
て
小
町
を
入

内
さ
せ
よ
と
て
深
草
少
将
中
村
／
京
十
郎
恋
人
の
歎
き
を
察
し
く
ど
き
落
し
て
や
ら
ん
と
て
姿
を
か
へ
て
出
る
と
ぞ
請
合
て
よ
り
抑
僧
正
遍

照
に
て
出
て
歌
の
せ
り
ふ
一
ト
調
子
下
ケ
て
の
時
代
事
に
て
次
文
弥
康
秀
の
ゑ
ぼ
し
姿
に
年4

を
よ
せ
し
風
情
恋
づ
く
し
の
か
け
合
い
の

世
話
事
の
や
は
ら
か
み
次
ニ
在
原
の
業
平
の
姿
に
て
又
大
時
代
の
雲
上
の
所
作
事
高
人
の
俤
誠
に
古
今
こ
れ
又
思
ひ
合
す
に
三
都
に
な

く
ぞ
覚
ゆ
る
と
の
町
中
の
取
沙
汰
次
ニ
喜
撰
法
師
の
姿
に
て
墨
衣
を
と
り
て
白
む
く
に
て
ち
よ
ん
か
れ
も
扇
錫
を
と
ら
ず
甚
雲
上
の
世

話
仕
立
其
姿
の
か
は
り
あ
ん
ば
い
か
く
も
気
持
と
く
も
か
へ
や
う
も
有
も
の
か
と
も
思
ふ
計
扨
其
答
丈
小
町
の
あ
し
ら
い
又
外
に
仕
人

の
な
い
事
と
は
た
と
ふ
る
に
も
の
な
く
し
か
も
此
度
の
き
れ
い
さ
誠
ニ
眼
を
洗
ふ
計
に
て
次
は
黒
主
の
役
こ
れ
は
持
ま
へ
の
時
平
共
五

右
衛
門
と
も
い
は
ゞ
い
へ
か
ゝ
る
玉
も
あ
れ
は
有
も
の
か
と
て
一
世
二
代
に
成
と
て
も
と
か
く
土
地
の
は
ん
じ
や
う
と
て
所
一
統
の
悦

び
は
全
く
此
両
人
の
助
ゆ
へ
と
て
悦
ぶ
は
人
徳
此
黒
主
の
役
に
て
の
実
悪
こ
し
も
と
両
人
を
〆
こ
ろ
し
小
町
少
将
を
打
の
め
し
小
町
を

手
ニ
入
誠
は
五
登
丈
役
の
悪
素
性
を
見
出
し
宝
を
取
り
も
と
し
て
実
方
を
顕
わ
せ
し
昔
の
実
悪
の
仕
打
に
て
末
は
顔
み
せ
の
落
合
に
て

見
心
も
よ
く
彼
鉄
丸
の
き
ど
く
を
顕
わ
す
二
人
の
鍛
冶
の
き
た
ひ
の
行
と
ゝ
き
み
が
き
上
た
る
所
の
す
る
ど
さ
と
其
剣
の
要
に
を
工
見

顕
わ
し
た
る
二
人
の
仕
打
も
見
物
の
眼
の
光
リ
を
こ
そ
夫
に
付
て
序
と
な
す
而
已
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ま
た
、『
粋
辨
当
三
編
』
に
は
遍
昭
の
歌
が
記
さ
れ
て
お
り
、『
六
歌
仙
容
彩
』
で
は
「
喜
撰
」
の
段
に
歌
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
史
料
的
価
値
が

あ
る
と
判
断
し
こ
こ
に
掲
載
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
五
十　
六
哥
仙　
僧
正
遍
昭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
下
り

　
　
　
　
　
　
　
し
や
か
む
に
ぶ
つ
ハ
と
こ
い
そ
き
た

　
　
　
　
　
　
　
い
て
ね
は
ん
の
な
が
ま
く
ら
む
つ

　
　
　
　
　
　
　
ご
と
ま
じ
り
の
御
経
も
ん
な
ま

　
　
　
　
　
　
　
い
だ
く
な
ぜ
に
と
ゞ
か
ぬ
わ
が
お

　
　
　
　
　
　
　
も
ひ
ほ
ん
に
さ
あ

　
　
　
　
　
　
　
し
の
ぶ
こ
い
じ
ハ
に
よ
ら
い
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
き
て
か
よ
ハ
ん
せ
あ
み
だ
が
さ
こ

　
　
　
　
　
　
　
が
ね
の
は
だ
へ
で
あ
り
が
た
い
な

　
　
　
　
　
　
　
ま
い
だ
く
な
ぜ
に
と
ゞ
か
ぬ
わ
が

　
　
　
　
　
　
　
お
も
ひ
ほ
ん
に
さ
あ

（
註
十
八
）
註
十
二
前
掲
。

（
註
十
九
）
註
十
三
前
掲
。

（
註
二
十
）
註
十
七
前
掲
。

（
註
二
十
一
）
渥
美
清
太
郎
編
『
日
本
戯
曲
全
集
第
二
十
七
巻
』
春
陽
堂
、
一
九
二
八
年
、
一
二
四
頁
。

（
註
二
十
二
）
註
十
二
前
掲
。

（
註
二
十
三
） 「
今
チ
ョ
ボ
ク
レ
と
云
も
の
已
前
の
曲
節
と
は
か
な
り
て
文
句
を
唄
ふ
こ
と
は
少
く
詞
の
み
多
し
。
芝
居
咄
し
を
す
る
が
如
し
。
こ
れ
を
難
波
ぶ
し

と
称
す
る
は
彼
地
よ
り
始
め
た
る
に
や
」
喜
多
村
信
節
『
嬉
遊
笑
覧
』
十
二
巻
附
、
一
八
三
〇
年
（
喜
多
村
信
節
『
嬉
遊
笑
覧
』
近
藤
活
版
所
、

一
九
〇
三
年
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
参
照
））
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（
註
二
十
四
）
註
十
七
前
掲
。

（
註
二
十
五
）
註
二
十
一
前
掲
書
、
一
二
八
頁
。

（
註
二
十
六
）「
寺
で
、炊
事
な
ど
の
雑
務
を
す
る
下
級
の
僧
。
ま
た
、僧
侶
を
の
の
し
っ
て
い
う
語
。」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』、小
学
館
、二
〇
〇
一
年
、七
一
二
頁
）

（
註
二
十
七
）
註
二
十
一
前
掲
書
、
一
二
九
〜
一
三
〇
頁
。

（
註
二
十
八
）
註
十
七
前
掲
。

（
註
二
十
九
）
註
二
十
一
前
掲
。

（
註
三
十
）　
横
道
萬
里
雄
・
表
章
校
注
『
日
本
古
典
文
学
大
系
四
十
一　
謡
曲
集　
下
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
三
年
、
三
八
二
〜
三
八
六
頁
。

（
註
三
十
一
）
註
四
前
掲
。

（
註
三
十
二
） 

福
士
雄
也
「
西
福
寺
の
若
冲
襖
絵
―
鶏
に
投
影
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
と
晩
年
期
に
お
け
る
様
式
」（『
京
都
美
学
美
術
史
学
』
七
号
、
二
〇
〇
八
年

一
三
一
〜
一
六
七
頁
）

（
註
三
十
三
）
註
四
前
掲
『
國
華
』
第
一
四
五
〇
號
、
十
八
頁
。

（
註
三
十
四
）『
若
冲
』
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
、
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
註
三
十
五
） 「
後
に
四
段
目
に
て
関
兵
へ
役
に
て
一
に
ち（
十
三
オ
）た
つ
ふ
り
と
み
せ
て
見
物
の
た
ん
の
う
の
上
に　
大
切
六
歌
仙
の
所
作
事
に
て
京
中
一
統
に
お
も

し
ろ
が
ら
せ
（
後
略
）」『
玉
の
光
』
下
（『
上
方
藝
文
叢
刊
４　
上
方
役
者
一
代
記
集
』
上
方
藝
文
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
七
九
年
、
一
一
九
頁
）

（
註
三
十
六
）
註
三
十
五
前
掲
。

（
註
三
十
七
）
註
三
十
三
前
掲
。

（
註
三
十
八
）
早
稲
田
大
学
坪
内
逍
遥
記
念
演
劇
博
物
館
『
許
多
脚
色
帖
』
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。

（
註
三
十
九
） 

註
十
六
前
掲
「
一
去
年
寛
政
元
己
酉
の
九
月
九
日
よ
り
浪
華
の
一
世
一
代
と
し
て
角
の
座
に
て
所
作
を
出
す
所　

繁
昌
な
し
て
廿
九
日
ま
で
勤
め　

次
に
中
の
座
に
て
顔
見
せ
の
助
と
し
て　
沢
村
其
答
招
き
下
し
て
十
一
月
十
一
日
よ
り
大
切
に
所
作
か
け
て
顔
見
世
狂
言
を
取
交
て
大
に
見
物
を
悦

ば
せ　
十
二
月
三
日
ま
で
の
大
入
に
て
目
出
度
千
秋
楽
を
う
た
ふ
其
次
第
」
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挿
図
出
典

一・十
三・十
四・十
六
：
愛
知
県
美
術
館
、二
：『
岡
田
美
術
館　
名
品
選　
第
一
集
』第
二
版
、岡
田
美
術
館
、二
〇
一
九
年
、（
三
）、四
：
醒
狂
道
人
何
必
醇『
豆

腐
百
珍
』一
七
八
二
年
、国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、五
：
東
京
国
立
博
物
館
画
像
検
索
、六
：
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー

チ
（https://w

w
w
.m
etm
useum

.org/art/collection/search

）、
七・
九
：
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
サ
ー
チ
（https://collections.m

fa.org/
collections

）、
八
：
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
（『
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』）、
十
：
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
貴
重
書
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
十
一
：『
許

多
脚
色
帖
』デ
ー
タ
ベ
ー
ス（『
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』）、十
二・十
五
：
浮
世
絵
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（『
早
稲
田
大
学
文
化
資
源
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
』）、

十
七
：『
若
冲
と
蕪
村
』
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ｏ　
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
、
二
〇
一
五
年
付
記

付
記

本
稿
は
、
二
〇
二
三
年
十
一
月
早
稲
田
大
学
美
術
史
学
会
秋
季
例
会
に
お
け
る
研
究
発
表
を
元
に
、
大
幅
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
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